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 【飯山市のツアー商品紹介資料の作成【学校への提案資料）】 
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Agricultural Life Experience Program - Snow Season（December - April） 
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 ③インド教育学会でのプロモーション活動 

     （開催場所）KIIT ComventionCenter Bhobaneswar 

    （開催日）2015年 11月 18日～20日 

    （参加者）インド全土の教育関係者 

    （プロモーション活動の内容） 

      ・飯山市におけるグリーン・ツーリズムに関するブースの出展 

      ・飯山市の教育旅行、グリーン・ツーリズムに関する各種資料の配布 

      ・学会の参加者等からの問い合わせへの対応 
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④オーストラリアにおける日本語教師等への飯山情報の発信 

     ・2015年９月に約 250 校にプログラム情報の発信。 

     ・2015年 10月にニューサウスウエールズ州の日本語教師年次総会（約 80名参加）にて 

      飯山のプレゼンテ－ション実施。 

       →・15校から追加情報の問い合わせがあり、４校にプロモーションを行う。 

        ・その他、新規の問い合わせがあった学校３校に飯山プランをプロモーションする。 

        ・2020 年に向けた東京のホテルの混み具合を伝え、飯山地域への誘導を行っている。 
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⑤タイにおける教育旅行商品の造成と販売 

    タイ市場において具体的な実施計画を作成した。 

  １）Thammasat Univ. 

    団体名:Thammasat Educational Tour 

    人数: 20-30 pax of students (付属高校生～大学生の年代予定） 

    期間:2016/4/24～5/2 

     →東京・飯山へのスタディツアーを企画するも集客不足の為次年度に再検討。 

  ２）Mainichi Academic 

    団体名：Mainichi Academic Iiyama Tour 

      人数：学生 20名 先生 1名 ツアーリーダー1名 

     期間：2016/3/17～3/18 

        →雪をテーマにした訪日旅行を企画したが、雪不足の為催行を見合わせる。 

         次年度再度企画をする予定。 

 

  ◆飯山市の成果・課題と今後の取組について 

（成果） 

  ・アジア・太平洋地域の各国で飯山市の認知度を高めた。特に JTB の現地企画スタッ 

   フの理解や関心が深まったことで、具体的な商品化の動きが始まった。 

  ・インドやオーストラリアにおいて、教育関係者の会合（学会等）でプロモーションを 

   行い、問い合わせなど一定の成果が出た。これを踏まえて、こうした教育関係者の会 

   合へのアプローチを検討する。 

  ・タイでは雪に関連づけた商品作りを行った。雪不足のために催行はできなかったが、 

   東南アジアでの雪資源の有効性が確認できた。 

（課題） 

  ・アジアの各国では、教育旅行において「学校交流（学校を訪問しての交流プログラム）」 

   を希望する学校が多い。飯山市の学校数は少なく、学校交流の希望に今後どう応えて 

   いくかを考える必要がある。 

  ・インドでは教育旅行における訪日が広がっておらず、飯山市という１地域よりも訪日 

旅行全体への関心が高かった。プレゼンテーションへの反応は良好だが、費用などに 

ついては「高い」という声が多かった。また農業や農山漁村よりも科学技術への関心 

が高い印象。 

  ・インバウンド受入は地域全体で取り組む必要があり、自治体にリーダーシップを期待 

   したいが、担当者によって対応が変わることが多い。地域内の大きな合意形成が必要 

   だと感じている。 

（今後の取組について） 

  ・雪などと関連付けると可能性が高くなることなどが確認できた。学校交流などの課題 

   はあるが、今後も教育旅行の誘致に継続して取り組みたい。 
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（２）南丹市美山町 

    

◆訪日外国人旅行者の誘客に向けての美山町の動向  

   ・美山町は豊かな自然が残り、また茅葺きの古民家がおりなす町並みをもつ小さな町であ 

    り、「かやぶきの里」と呼んでエコツーリズムを展開してきた。 

   ・冬期には降積雪が多いことから、雪のシーズンには京都をおとずれた台湾からの観光客 

    を誘客してきた実績はあるが、訪日外国人旅行者の増加をにらんで、雪資源を活用した 

    取組に挑戦したい。 

    ・具体的には台湾市場へのアプローチは継続しつつ、「雪体験」「雪観光」にニーズがあると 

     思われる東南アジア向けのツアーを企画したい。また雪の多い時期が中華圏の春節（旧正 

     月）の時期に重なることから、この時期の旅行者を誘客するツアーも考えたい。 

◆美山町の取組テーマと方向性 

 （取組テーマ）「雪資源」と「春節」を活用したバスツアーや宿泊商品の造成・販売 

 【取組の具体的方向性】 

  1）「雪資源」を活用したバスツアー商品の開発と販売 

  2）「雪資源」を活用するための付加価値体験プログラムの開発と実施 

  3）雪体験をさらに深めるための宿泊商品の造成と販売 

  4）農家集落や農家との交流プログラムづくり（オプション・プログラムとして） 

 ◆今年度の活動 

  ①「雪資源」と「春節」を活用したバスツアー（日帰り）の造成と販売 

    雪体験が可能で春節の休み（2016 年は 2 月 8 日の前後 1 週間）が重なる 1 月末～2 

   月初旬に、中華圏や東南アジアの旅行者を対象とするバスツアーを造成し、JTB を通 

   じて販売を行った。 

   １）京都・美山かやぶきの里ライトアップ散策 （中国語ガイド） 

      京都から直接、美山町を訪問し、雪に触れながら様々な体験を楽しむ午後半日 

     の日帰りツアー。中華圏の旅行者をターゲットとして、春節の休みに合わせて催 

     行。中国語ガイドが同行した。  

      （実施時期）平成 28年 1月 30日（土）～2月 6日（土）に 5回（日）催行 

      （ツアー参加者合計）349人 

   ２）冬季限定 京都・天橋立と美山かやぶきの里バスツアー （英語ガイド） 

         大阪から出発し、午前中は日本三景の一つ「天橋立」を楽しみ、昼食後は美 

     山町を訪問し、雪に触れながら様々な体験を楽しむ 1日の日帰りツアー。東南ア 

     ジア及び欧米の旅行者をターゲットとして、英語ガイドが同行。 
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    （実施時期）平成 28年 2月９日（火）～平成 28年 2月 15 日（月）に 

          3回催行 

    （ツアー参加者合計）33人 

   ３）京都・天橋立と美山かやぶきの里 2日間 （英語ガイド、1日目のみ） 

      大阪から日本三景の一つ「天橋立」を楽しみ、美山町を訪問し宿泊する一泊 2 

     日のツアー商品。より深く雪に触れながら様々な体験を楽しむとともに、美山町 

     の住民とのふれあい・交流プログラムも用意。東南アジア及び欧米の旅行者をタ 

     ーゲットとして、英語ガイドが同行。 

    （実施時期）平成 28年 2月 9日（火）～2月 10日（水）に 1回催行 

    （ツアー参加者合計）2人 
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 【ツアー詳細レポート】 

    ◆冬季限定 京都・天橋立と美山かやぶきの里バスツアー （英語ガイド） 

      ※1 泊 2 日の「2 日間コース」のお客さんも同乗。 

   １）ツアーの概要 

     取材日：平成 28 年 2月 9日～10日 

  参加者：27 名（日帰りツアー25 名、宿泊ツアー2 名） 

   ※参加者国籍（香港、台湾、タイ、カナダ、シンガポール） 

  ２）ツアースケジュール 

8:00 大阪出発  バス 

10:30 天橋立・笠松公園 入場 
 

11:30 天橋立 散策 ケーブルカー 

12:00 昼食  

13:30 天橋立 出発 バス 

15:00 美山かやぶきの里 散策 
 

16:00 
日帰り：道の駅 ショッピング 

美山宿泊：河鹿荘（宿泊場所） 
ホテル送迎車 

18:00 
日帰り：ホテルグランビア大阪 到着 

美山宿泊：美山かやぶきの里 ライトアップ見学 
 

18:30 美山宿泊：河鹿荘 宿泊  

2 日目 
  

9:00 河鹿荘周辺 散策  

10:00 美山 出発 ホテル送迎車 

11:30 園部駅 到着 JR 電車 

12:30 京都駅 到着 解散  

 

    ３）参加者の状況  

・美山町宿泊者は 2名のみで、ほとんど（25名）が日帰り客であった。 

・ファミリーで参加していた参加者からは「子どもと雪遊び」を楽しみにしていたと話 

 していた。 

・悪天候だったため、天橋立の景観は十分には楽しめなかった様子だった。 

・美山町の積雪が少なかったため、雪遊びのプログラムが実施できなかったものの、か 

 やぶきの里の町並みに感動していた。（積雪量が少しあったため、路上の雪等を投げて

遊 

 んでいた人もいた）。 


